
●作・演出／中島　研　ユー・ホンヨン
●美　　術／有賀二郎
●音　　楽／曲尾友克
●照　　明／湯浅　肇　チュ・ソングン

●翻　　訳／石川樹里　
●制　　作／林　陽一　チョン・ヒョンウク
　　　　　　キム・ボギョン
●出　　演／小池勇治　ソン・ギョンチョル　玉木聡美
　　　　　　タク・ホーヨン　松村淳二　チャン・ヒョナ
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。

　今までに見たこともないような、不思議な場所で、偶然出会

った6人の男女。言葉が通じなくてとまどいながら、自然の中

でお互いを知り合い仲良くなっていきます。

　その6人に、森の中を流れている川のせせらぎや、樹木が語

りかけ始めます。

　“はるか昔”、山が爆発し、その後に草や木が生え出し、大き

くなって三つの森ができました。「狼森」「笊森」「盗人森」です。

水が流れ、草木や動物たちを育む森です。ある日人間が来て、

森たちに声をかけてから、家を造り畑を耕し、生活を始めました。

そのうちに、人間と森たちの間でおかしな事件が続きました…。”

　そっと耳を澄ますと、森や動物と友だちになった、人間たち

の笑い声が聞こえてきます。人間と自然が共に触れ合う喜びを、

心の底から感じながら、楽しい祭りの踊りが繰り広げられます。

　　いま　　　　　　　 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ふ　し　 ぎ 　　　ば　しょ　　　　　ぐうぜん で   あ

   　　　  　　にん　　 だんじょ　   こと ば  　　つう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   し ぜん      なか
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　　　　 　　はじ
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　　　　　　　 　みっ　　　　 もり　　　　　 　　　　　　　　　 　おいのもり　　 ざるもり　　  ぬすっともり

みず　　 なが　　　　くさ  き  　　どうぶつ　　　　　　はぐく　　もり　　　　　　　　　 　　ひ　にんげん　　　き

もり　　　　　　こえ　　　　　　　　　　　　　　いえ　    つく　　 はた　 たがや   　　 せいかつ　　 はじ

　　　　　　　　　　　　にんげん　　もり　　　        あいだ      　　　　　　　　じ けん　　つづ

　　　　　　　　みみ　　　す　　　　　　　 　もり　 どうぶつ　　とも　　　　　　　　　　　　 　　にんげん

　　わら　　ごえ　　　き　　　　　　　　　　　　　　 にんげん　　 し　ぜん　　とも　　　ふ　　　あ　　よろこ

こころ 　そこ　　　　かん　　　　　 　　　　　たの　　 　　まつ　　　　おど　　　 　く　 　 ひろ
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